
特別対談

東芝

 「
廃
棄
電
池
も
出
な
い
か
ら
、環
境
負
荷

の
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
ね
」（
斎
藤
精
一
郎
）

斎
藤　
新
型
二
次
電
池
「
Ｓ
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ⅰ
Ｂ

™
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ｒ
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ｒ
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が
、

こ
れ
ま
で
の
二
次
電
池
︵
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
︶
と
決
定
的
に
違
う
点

は
ど
こ
で
す
か
。

河
津　
や
は
り
安
全
性
で
す
。

斎
藤　
確
か
に
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
に
使
わ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
の
発
火
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

新
聞
な
ど
で
何
度
も
目
に
し
て
き
ま

し
た
。

河
津　
ま
さ
に
そ
の
安
全
性
が
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
最
大
の
課
題
だ

っ
た
の
で
す
。
こ
こ
数
年
電
池
に
入

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
三
倍
く
ら
い
に

増
え
た
た
め
、
発
火
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
増
え
て
い
た
の
で
す
。

斎
藤　
そ
の
課
題
を
ど
の
よ
う
に
解

決
し
た
の
で
す
か
。

河
津　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
通

常
、
正
極
、
負
極
、
セ
パ
レ
ー
タ
、

電
解
液
、
そ
れ
ら
を
収
納
す
る
ケ
ー

ス
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
破

裂
や
発
火
を
起
こ
す
箇
所
は
主
に
負

極
で
す
。
従
来
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
に
は
、
負
極
材
料
と
し
て
カ
ー

ボ
ン
系
の
黒
鉛
な
ど
が
使
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
は
負
極

の
主
要
材
料
に
、
熱
的
に
安
定
し
た

チ
タ
ン
酸
リ
チ
ウ
ム
︵
Ｌ
Ｔ
Ｏ
︶
を

独
自
に
採
用
し
た
の
で
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
安
全
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し

っ
た
わ
け
で
す
ね
。
実
験
で
も
安
全

性
が
非
常
に
高
い
デ
ー
タ
が
得
ら
れ

た
と
か
。

河
津　
電
池
を
物
理
的
に
押
し
つ
ぶ

す
と
電
池
内
部
で
強
制
短
絡
、
つ
ま

り
シ
ョ
ー
ト
が
起
こ
る
の
で
す
が
、

「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
で
は
、
た
と
え
内

部
短
絡
が
発
生
し
て
も
温
度
上
昇
は

緩
や
か
で
す
。
熱
暴
走
を
起
こ
さ
な

い
本
質
的
な
安
全
性
を
備
え
て
い
る

の
で
す
。

斎
藤　
「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
に
は
安
全

性
の
ほ
か
に
、
い
く
つ
も
の
特
長
が

あ
る
そ
う
で
す
ね
。

河
津　
二
番
目
の
特
長
は
長
寿
命
で

す
。
従
来
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

は
、
一
般
に
五
〇
〇
回
程
度
の
充
放

電
で
容
量
が
三
〇
％
程
度
に
ま
で
劣

化
し
ま
す
が
、「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
は
五

〇
〇
〇
回
充
放
電
し
て
も
、
放
電
容

ま
し
た
。

斎
藤　
安
全
性
を

確
保
で
き
た
こ
と

が
、
技
術
的
な
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
だ

充
電
し
て
何
度
も
使
え
る
二
次
電
池（
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
）。

そ
の
な
か
で
も
優
れ
た
安
全
性
と
長
寿
命
、急
速
充
電
な
ど
の

特
性
を
備
え
た
新
型
二
次
電
池「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」を
開
発
し
た
東
芝
。

今
年
四
月
か
ら
量
産
を
開
始
し
た
。

環
境
問
題
や
石
油
高
騰
を
背
景
に
注
目
が
集
ま
る
電
池
産
業
の
な
か
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」。

そ
の
性
能
と
可
能
性
に
斎
藤
精
一
郎
氏
が
迫
っ
た
。

安全性を大幅に高めた
新型二次電池「ＳＣⅰＢTM」の量産で

次世代事業の展開を図る

斎
藤
精一郎 

さ
い
と
う・せ
い
い
ち
ろ
う

社
会
経
済
学
者
／
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

N
T
T
デ
ー
タ
経
営
研
究
所
取
締
役
所
長
。

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、日
本
銀
行
に
入
行
。

立
教
大
学
教
授
を
経
て
、千
葉
商
科
大
学
大
学
院
教
授
に
就
任
。

経
済・金
融
を
中
心
に
、幅
広
い
評
論
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

長
寿
命
か
つ
約
五
分
間
の

急
速
充
電
を
実
現
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 「
ま
さ
に
安
全
性
が
二
次
電
池
の

最
大
の
課
題
だ
っ
た
の
で
す
」（
河
津
象
司
）

量
は
初
期
の
八
〇
％
以
上
を
維
持
。

一
日
一
回
充
放
電
し
た
と
仮
定
す
る

と
、
一
五
年
以
上
の
サ
イ
ク
ル
寿
命

と
な
り
ま
す
。

斎
藤　

つ
ま
り
「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
を

採
用
す
れ
ば
、
電
池
交
換
を
必
要
と

し
な
い
機
器
設
計
が
可
能
に
な
る
と
。

交
換
に
よ
る
廃
棄
電
池
も
出
な
い
か

ら
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
も
つ
な
が

り
ま
す
ね
。

河
津　
そ
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

安
全
性
を
確
保
し
た
た
め
に
大
電
流

充
電
が
可
能
に
な
り
、
急
速
充
電
を

実
現
し
て
い
ま
す
。
電
池
容
量
の
九

〇
％
以
上
の
充
電
が
約
五
分
間
で
完

了
し
ま
す
。
仮
に
ホ
ー
ム
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
に
搭
載
さ
れ
れ
ば
、
子
ど
も
の

運
動
会
の
日
の
朝
、
充
電
す
る
の
を

忘
れ
て
い
て
も
あ
わ
て
な
く
て
す
む

よ
う
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
ほ
か
、

充
放
電
時
の
ロ
ス
が
少
な
い
た
め
実

際
に
使
え
る
容
量
が
大
き
い
こ
と
、

ま
す
。

斎
藤　
な
る
ほ
ど
。
で
は
こ
の
「
Ｓ

Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
は
実
際
に
、
ど
の
よ
う

な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
？

河
津　
安
全
性
が
あ
り
、
長
寿
命
と

急
速
充
電
性
が
生
か
せ
る
場
所
と
し

て
、
ま
ず
産
業
分
野
で
の
事
業
展
開

を
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
実
際
に
話
が
あ
る
の
は
、
電
動

自
転
車
や
電
動
バ
イ
ク
、
電
動
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
や
無
人
搬
送
車
な
ど
で

す
。
た
と
え
ば
電
動
自
転
車
や
バ
イ

ク
の
場
合
、
数
分
間
で
充
電
が
可
能

な
た
め
、
街
角
の
〝
充
電
ス
タ
ン
ド
〟

で
簡
易
に
充
電
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

斎
藤　
そ
う
な
る
と
飛
躍
的
に
電
動

自
転
車
や
電
動
バ
イ
ク
の
普
及
が
進

む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
電
気
自

動
車
は
ど
う
な
の
で
す
か
？

河
津　
最
終
的
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
自
動
車
や
電
気
自
動
車
用
で
の
搭

載
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
で

の
普
及
を
特
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

安
全
性
が
高
く
寿
命
が
き
わ
め
て
長

い
「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
」
は
、
も
と
も
と
自

動
車
の
分
野
に
適
し
て
い
ま
す
が
、

更
な
る
、
小
型
・
高
性
能
化
を
図
り

な
が
ら
よ
り
自
動
車
に
適
し
た
電
池

の
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
Ｓ
Ｃ
ⅰ
Ｂ
™
」
は
、
電
気

を
効
率
よ
く
た
め
ら
れ
る
た
め
、
非

常
用
電
源
を
は
じ
め
、
風
力
発
電
や

太
陽
光
発
電
の
変
動
抑
制
な
ど
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
で
の
適
用
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

ゆ
く
ゆ
く
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の

ニ
ー
ズ
に
も
積
極
的
に
応
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

斎
藤　
こ
の
四
月
か
ら
量
産
を
ス
タ

ー
ト
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
当
面

の
目
標
は
？

河
津　
現
在
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
の
市
場
は
数
千
億
円
規
模
で
す
が
、

二
〇
一
五
年
頃
に
は
需
要
が
高
ま
り
、

二
〜
三
兆
円
規
模
に
な
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
社
で
は
ま
ず
二
〇

一
五
年
度
の
売
上
高
一
〇
〇
〇
億
円

を
目
指
し
ま
す
。

斎
藤　
長
期
的
に
見
れ
ば
今
世
紀
の

半
ば
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
自
体

が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
電
池
産

業
は
Ｉ
Ｔ
産
業
と
並
び
、
技
術
開
発

の
主
戦
場
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
電
気
自
動
車
は
も
と
よ
り
、
ホ

ー
ム
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
や
シ
ェ
ー
バ
ー

や
電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
、
充
電
時
間

が
短
縮
さ
れ
る
だ
け
で
生
活
は
ず
い

ぶ
ん
変
化
す
る
は
ず
。
ユ
ー
ザ
ー
と

し
て
は
早
く
身
近
な
家
電
に
搭
載
さ

れ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

高
い
出
力
性
能
を

持
っ
て
い
る
の
で

大
き
な
パ
ワ
ー
が

必
要
な
用
途
に
も

適
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
摂
氏
マ
イ

ナ
ス
三
〇
度
の
低

温
環
境
で
も
十
分

な
放
電
が
可
能
な

ど
の
特
長
が
あ
り

河津象司 かわつ・しょうし

二
〇
一
五
年
度
に
売
上
高

一
〇
〇
〇
億
円
を
目
指
す
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